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要約 :Thisstudyfirstlywillinvestigatethefoundationhistorytofigureoutthepurposeandtheprogressofestablish-

ingtheTaihokuImperialUniversitybytheviewpointofhistoricaldevelopmentsintermsofthedemandofsettingup

theUniversitybySakataniYosirouin1899,thepolicyofthebeginningtosetupUniversitybytheTaiwanGovernor

DenKenzirouin1919andthedemandofsettingupTaiwanUniversitybyalliancein1920.Secondly,thestudywill

figureouttheroleofDr.SideharaTaira,thenthefirstPresidentofTaihokulmperialUniversity,duringtheprogress

ofestablishingtheUniversity.ThestudywillanalyzethespecificacademicdevelopmentoftheTaihokulmperial

UniversitybySidehara'sidealstoestablishtheUniversityandtheplanofculturinglecturestodemonstratethatthe

TaihokulmperialUniversitynotonlyistheacademicresearchcenterfortheJapaneseSouth-forwardpolicybutalso

expressSidehara-sexpectationthattheUniversityshouldbethestrongholdtosyncretizethespecificcharacteristics

ofSouthernHumanityandNaturalSciencestoachievethegreatgoalofcreatinganoutstandinguniversityinJapan

andevenintheworld.
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Ⅰ はじめに

本稿は､台北帝国大学の成立過程を究明することを目的とする｡

近代台湾における高等教育は､日本の植民地統治政策および南進政

策に応じて発展した｡1920年代から台北高等学校､台北高等農林学

校､台北帝国大学､台北医学専門学校､台中高等農林学校､台北高

等商業学校および台南高等工業学校などが次第に設立された｡中で

も､台北帝国大学は､台湾の最高学府として17年間 (1928-1945)

にわたって南方文化および熱帯医学 ･農学に関する研究業績を残し

てきた｡

1945年11月15日に台北帝国大学は国立台湾大学に名称が変更され､

日本の南進政策の一環としての学術研究機関から本国発展のための

教育 ･研究機関としてスタートした｡例えば､台北帝国大学時代に

設立された ｢土俗学 ･人種学｣教室は､戦後 ｢考古学 ･人類学｣と

改称され､戦前の研究を基礎に､台湾原住民族の研究から漢民族の

社会文化の研究へと研究が進展してきている1)｡もう一つ例をあ

げると､台北帝国大学時代の熱帯医学の研究では､薬理学講座教授

杜聡明の弟子である李鎮源が蛇毒病理を研究し､熱帯医学に関する

大きな業績をあげた2)0

2004年3月､台湾教育部 (日本の文部科学省に相当)は ｢世界的

に一流の大学および研究センターを作ろう｣という計画を発表した｡

教育部は第1期5年間に500億台湾ドル (日本円で約1750億円)の

特別予算を立て､第2期5年間に経常予算500億台湾ドルを追加し､

10年後にすくなくとも一つの世界的トップ100位以内の大学を作ろ

うとしている.その他､これから5年後に10個の先端的研究センター

がアジア諸国においてトップに立つことを目指している3)｡この

計画において､2005年にこっの基幹 ･研究型の大学として台湾大学

および成功大学が選ばれた｡これらの大学は戦前に設立された高等

教育機関が改称 ･改編されたものである｡台湾大学の前身校は台北

帝国大学であり､成功大学の前身校は台南高等工業学校である｡と

くに台湾大学は台北帝国大学の文政 ･理 ･農 ･医 ･工の五つの学部

を基礎に､戦後､文 ･法 ･理 ･工 ･農 ･医の6学部から出発し､現

在では文 ･理 ･社会科学 ･医 ･工 ･農 ･管理 ･公共衛生 ･電機 ･法

･生命科学の11の学部から成り立っており､多くの人材を育成し､

台湾の社会発展に多大の貢献をしている4)｡台湾大学は台北帝国

大学の敷地､建物､図書館および研究業績を継承し､戦前に確立さ

れた学術研究条件に立脚して発展してきたことは否定できない｡こ
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のように筆者は､台北帝国大学の設立の目的や経緯および大学の組

織や学術研究の基調がどのように設定されたかを一層検討する必要

があると考えている｡

次いで､先行研究の検討を行う｡まず日本における台北帝国大学

に関する主な先行研究についてである｡最初に台北帝国大学に注目

したのは､泉靖-｢旧植民地帝国大学考｣(F中央公論j第995号､

1970年 7月1日所収)である｡泉の研究では､京城帝国大学と台北

帝国大学が取 りあげられ､台北帝国大学について､泉はその学科目

と卒業生総数および教官の構成について言及し､台北帝国大学は特

殊的植民地大学ではなく､日本本国の地方的延長にすぎなかったと

指摘 した｡また久保義三 ｢植民地教育政策と枢密院｣(F天皇制国

家の教育政策j勤葦書房､1979年所収)は､植民地の京城帝国大学

および台北帝国大学の設立過程における枢密院の役割とその審査過

程を検討した｡

台北帝国大学に関する本格的研究としては､馬越徹 ｢台北帝国大

学の設立とその役割 ･機能｣(柑 本統治下の朝鮮および台湾におけ

る高等教育の役割 ･機能に関する比較史的研究一京城帝大と台北帝

大を中心に-』科研費報告書 ･一般研究C､研究代表者馬越徹､1983

年所収)､馬越徹 ｢台北時代の幣原坦一台北帝国大学の創設と展開

-｣(F近代 日本のアジア教育認識-その形成と展開-』科研費報告

書 ･総合A､研究代表者阿部洋､1996年所収)､小林文男 ｢日本植

民地下台湾の高等教育一台北帝国大学の構成と性格-｣(『戦前日本
の植民地教育政策に関する総合的研究』科研費報告書 ･総合A､研

究代表者阿部洋､1994年所収)などがあげられる｡馬越の研究では､

植民地時代に設立された京城帝国大学と台北帝国大学の基本的性格

とその設立の要因､役割､機能などが検討された｡また幣原坦に関

して､台北帝国大学の創設 ･展開における幣原の役割とその大学観

が分析された｡小林の研究では､台北帝国大学の成立とその性格が

考察され､なぜ台北帝国大学に台湾人の在学者が少なかったのかと

いう問題が提起された｡

所沢潤 ｢専門学校卒業者と台北帝国大学- もう一つの大学受験世

界一｣(近代 日本研究会編 『年報 ･近代 日本研究 ･19･地域史の可

能性一地域 ･日本 ･世界一』山川出版社､1997年所収)は､台北帝

国大学の入学者の多くが専門学校や私立大学予科などの卒業者であっ

たことが確認され､その要因が考察された｡所沢潤 ｢国立台湾大学

医学院の成立と組織の継承 :台北帝国大学医学部からの連続性を探

る｣(F東洋文化研究』第2巻､学習院大学東洋文化研究所､2000年

所収)は､台北帝国大学医学部と国立台湾大学医学院における組織

･教員の人事の連続性を考察したものである｡その他､所沢の一連

の台北帝国大学に関する関係者の聴き取 りの調査では､台北帝国大

学の実態として学生の進学体験､教官の仕事状況などにも触れてい

る5)0

劉書彦 ｢台北帝国大学理農学部における台湾の高等農業教育｣

(F日本の教育史学』第44集､教育史学会､2001年所収)は､台北

帝国大学の創設とその高等農業教育の性格や理農学部の設置から分

離までの実態を考察し､植民地台湾における大学レベルの農業教育

の形成過程を明らかにした｡

次に､台湾における台北帝国大学に関する研究状況をみると､長

い間､中国国民党政権の反日教育政策に基づいて植民地時代の台湾

史は重視されなかった｡したがって台湾教育史としての台北帝国大

学に関する研究は､ほとんど取 りあげられてこなかった0枚本義著

刺通林訳の F台北帝国大学沿革史』(孔版印刷､台湾大学図書館蔵､

1960年)および黄得時の ｢従台北帝国大学設立到国立台湾大学現状

一光復以来三十年間本省高等教育発達之一例証-｣(F台湾文献j第

26･27合巻､第4･1期合刊､1976年所収)などごく個別的な研究

を除けば､台北帝国大学に関する研究は空白に近い状況であった｡

松本は1928年に台北帝国大学が創設された当初から理農学部の棉

物病理学講座を担当し6)､戦後台湾大学農学部植物学科に残留 し

た7)｡松本の r台北帝国大学沿革史』は､自身の見聞を基本とし､

関係者への聴き取 りの調査やその他の史料を駆使し､創設から敗戦

まで17年間の台北帝国大学の沿革について､16項目にわたってまと

められたものである｡

黄の研究は､30年におよぶ台湾の大学教育の特徴について考察し

たものである｡黄の論文がもっとも重要な史料としているのは初代

総長幣原坦の開校式典および第-回生の卒業式典の訓辞 (中国語訳

文)である8)0

台湾史に関する研究が進展したのは､1980年代に入ってからであ

る｡台湾史に関する学位論文に限定しても､1970年代終わりまでに

わずか3本であったのが､1981年から1990年までが59本､1991年か

ら2000年に至っては234本に達 した｡1987年の軍事戒厳終結後､台

湾史に関する研究は台湾史学界の主流になったと言ってよい9)0

さらに ｢台湾研究｣に関する書物に目を転ずると､年平均20-30冊

であった出版数が､1990年には100冊に達し､1995年には450冊に上っ

た10)0

1990年代以降本格化した台北帝国大学に関する研究の中でも､呉

密察 ｢従日本殖民地教育学制看台北帝国大学的成立｣(『台湾近代史

研究』稲郷出版社､1991年所収)は､日本の国立公文書館が所蔵す

る ｢公文類衆｣｢枢密院文書｣を駆使 し､台北帝国大学成立におけ

る植民地台湾の教育体制の整備過程および当時の日本人と抗日台湾

人の反応を考察した｡しかし､初代総長幣原坦に関してその具体的

役割や大学の構造および運営などについては言及していない｡

台湾大学の学生クラブは 『Academia-台北帝国大学研究-』創

刊号 (台湾大学台湾研究社､1996年)および 『Academia-台北帝

国大学研究-』第2号 (台湾大学台湾研究社､1997年)を刊行 し､

台北帝国大学の諸学科に関する史料の紹介を行った｡

許進尊 ｢台北帝国大学的南方研究｣(『台湾風物』第49巻第3期､

1999年所収)は､台北帝国大学所属の南方調査団の活動について分

析 したものである｡

鄭麗玲 ｢帝国大学在植民地的建立与発展一以台北帝国大学為中心

-｣(国立台湾師範大学歴史研究所､博士論文､2001年)は､台北

帝国大学の成立背景､大学教員の系譜､卒業生の進路､台北帝国大

学と京城帝国大学の対外調査活動などを分析したものである｡

張幸真 ｢台湾知識社群的転変一以台北帝国大学物理講座到台湾大

学物理系為例-｣(国立台湾大学歴史研究所､博士論文､2003年)

は､科学史の観点から理農学部の学科および講座 ･教授の人事系譜

について研究したものである｡その中で張は､物理講座の研究成果

の評価および戦後の継承と断絶について究明した｡

欧素瑛 ｢伝承輿創新一戦後初期的台湾大学 (1945-1950)-｣
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(国立台湾師範大学歴史研究所､博士論文､2004年)は､戦後初期

の台北帝国大学の接収 ･改編の問題を究明し､さらに台北帝国大学

の人文学 ･医学 ･農学の業績を評価し､台湾大学が台北帝国大学時

代に残されたどのような基礎から出発したのかに関しても言及して

いる｡

以上の研究状況を概観すると､従来の研究はおおよそ台北帝国大

学の設立背景､学部の構成､大学の役割 ･機能および戦後転換期の

大学史などに及んでいるが､台北帝国大学の成立過程はまだ詳細に

は明らかにされていない｡したがって本稿では､これまでの先行研

究をふまえ､台北帝国大学の成立過程を詳細に究明することを目的

とする｡とりわけ阪谷芳郎および ｢台湾大学設立期成同盟会｣の主

張を考察し､さらに台北帝国大学の設立の経緯や在外研究員の派遣

実態および初代総長幣原坦の役割について考察を行おうとするもの

である｡

Ⅰ 植民地台湾における台湾大学設立論

1 阪谷芳郎の台湾大学設立論

1922年2月6日に出された勅令第20号､いわゆる第2次 ｢台湾教

育令｣は､その第10条に ｢専門教育ハ専門学校令こ､大学教育及其

ノ予備教育ハ大学令二依ル｣と規定している11)｡日本が台湾を領

有した27年後に大学設立の法的根拠が示されたことになる｡しかし

台湾における大学設立の動きは､それより20年以上遡る｡

1895年4月17日､日本と清国との間に下関条約が調印され､台拷

は日本に割譲された｡それからまもなくして台湾に大学を設立する

動きが現れる｡阪谷芳郎の台湾大学設立論がそれである｡台湾協会

評議員の阪谷が桂太郎に宛てて1899年に作成した ｢台湾大学設立関

スル意見｣がそれであり､『台湾協会会報』第5号に発表された｡

全文900字足らずの短いものであるが､民間人の観点から望まれる

植民地大学の使命 ･立場がよく現れていると考えられるので､全文

引用しておこう12)0

国家統治の基礎を定むるは教育にあり教育は於て言語文章を一

にし人情民心を混一にする所以なり就中大学は国家の原動力た

るべき人材を養成する所にして開明発達の源泉たり普仏戦争の

結果 ｢アルサス｣｢ローレイン｣二州の独逸帝国の領土に帰す
るや独逸政府は直ちに巨寓の資を投じて 『ストラスプルヒ』大

学を設立せり昨年英国の ｢スーダン｣を征伏するや英軍総督
(ママ)

｢キツチロル｣は大に資を募り ｢カルツーム｣大学を創立し故

七登将軍の記念とするの経画を為ぜり仏国政府は此の挙を聞き

英人の大学に対立して同所に仏語の大学を起し以て仏国の勢力

表l 台湾総督府の国庫補助金一覧 (単位 :円)

を振張せんと欲し英人は仏国政府の挙動を以て英国の権利を浸

菩するものとし千曳に訴ふるも之を拒絶すべLと宣言せり以て

知るべし各国政府が新領土経給上大学の制度に重きを置くを余

は台湾経営上同地に大学を設立するを一大急務なりと信ずるも

のなり諸般の行政を整理し殖産興業を力め軍防を厳にするごと
(ママ)

は素より□るべからずと錐も教育制度を布き就中大学を創する

は最も急ならざるべからず是実に一日後くるれば一日の損一月
(ママ)

後くるれば一月の損あればなり然しなから余は大学大学)と称

すれども某組織は必すLも初より我帝国大学と同等に高尚完備

なるを要せず初めは簡易の方法を以てし漸次完全を期すべし我

帝国大学も藩書取調所より初まり開成所となり南校となり開成

学校となり東京大学となり終に帝国大学となるまでには幾多の
くI.'71

星霜を経過せり余が台湾大学の設立を冊望するに付□尚は亥に

-の最も熱心なる原因あり其は他にあらず余は実に台湾大学を

以て故北白川宮殿下の御紀念となして或は社殿を造営すべし或

は公園を造るべL等種々の計画を聞く所なるも最も壮大にして

最も公益あり世界の有ん限り不滅の御紀念物は大学創立の右に
(ママ)

出づるものあるべからず殻下の神霊も必ず幽界に於て満足に思

召さる こゝと決して疑あることなし右の理由なるに付き台湾大

学設立の方法順序等巨細に調査し本会より之を其筋に建議し速

に実行を見んことを望む右意見提出す

阪谷の主張によれば､教育は ｢国家統治の基礎｣であり､大学は､

その国家の ｢原動力｣である ｢人材｣を養成する場であり､｢開明

発達の源泉｣であった｡阪谷は植民事業の先進国であるドイツ､イ

ギリス､フランスなどの例をあげて､各国政府が新領地を領有した

直後､直ちに莫大な資金を投じ大学を作ったと述べている｡そして､

台湾がすでに日本の新領地になった以上､｢新領地経論上｣の観点

から台湾における大学の設立が必要であることを主張したのである｡

以上が阪谷の ｢台湾大学設立関スル意見｣の要旨である｡しかし

この大学設立の主張を現実化するのはなかなか容易ではなかった｡

1895年11月18日に初代台湾総督樺山資紀は大本営に対して台湾全

島の平定を報告したが､台湾各地の抗日ゲリラが続き､台湾総督の

統治方針はまず治安の回復が最優先策であった13)｡したがって1895

年5月から1919年10月まで､台湾総督はすべて武官が務めた｡初代

総督樺山資紀から､桂太郎､乃木希典､児玉源太郎ら4人の武官総

督の下にあった台湾総督府は､｢反乱軍｣の鎮圧のために軍事支出

と各種の出費がかさみ莫大な財政赤字に陥った｡台湾総督府の歳入

不足は､1896年から1904年まで毎年政府からの巨額の国庫補助金に

よって補われた｡各年度の国庫補助金は表1のとおりである14)0

年度 1896年 1897年 1898年 1899年 1900年

年度 1901年 1902年 1903年 1904年 1905年

〔註〕 『明治大正肺敗史』第19巻､湘南堂書店､1940年 (復刻版､1998年)､9151928貢より作成した｡
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その後日本国内では台湾領有による財政負担が重くなったため､

台湾放棄論や台湾をフランスに1億円で売却する論も出てきた15)0

阪谷の台湾大学設立論は､台湾総督府の統治初期の客観的状況の下

で実現することができなくなったのである｡

2 台湾大学期成同盟会の台湾大学設立論

台湾稔督府は新領地の統治体制を確立し､初期においては武力に

よって台湾住民の武装抗日勢力の弾圧に全力をあげ､さらに警察政

治および保甲制度を併用し､1915年4月の西来庵事件後､武力を中

心とした反日運動がほとんどなくなった｡一方､社会経済の上では､

台湾総督府は一連の土地調査､戸口調査､度量衡制度の統一､貨幣

制度の統一､林野調査､専売制度､交通システムの整備､教育機関

の設立などを推進し､台湾の近代化の基礎を築いた16)0

次に､台湾総督府統治下の教育整備について概述しておこう｡台

湾の近代的学校制度は日本から導入されたものであった｡台湾総督

府の初期教育政策の特徴は､まず日本語の教育機関を設けるところ

から始まった｡1895年に台北士林に芝山巌学堂を設立して台湾人に

日本語を教え始めた｡1896年に国語学校および付属学校を設置した｡

国語学校は師範部と語学部から成り立ち､その付属学校は日本人向

けと台湾人向けの2種類の学校があった17)0

その時代には､台湾総督府は民族により差別 ･隔離する政策に基

づいて､初等教育は在台の日本人､台湾人､原住民に分け､それぞ

れに小学校､公学校､蕃人公学校などの教育機関を設けた｡

第1次世界大戦を契機に日本の資本主義が発展し､さらに植民地

台湾への投資や開発が進められた｡それに伴い､初等教育が拡大し､

初級技術人材を養成するために中等実業学校が増設された｡1919年

8月1日に勅令第1号 ｢台湾教育令｣が公布され18)､普通教育､

実業教育､専門教育および師範教育が確立された｡だがその教育制

度は当時の台湾の実況に合わせて制定されたものであり､日本国内

のそれとは別のシステムであった｡実業学校は嘉義農林学校 (3年

刺)､旧工業講習所から改組された台北工業学校 (3年制)､台中商

業学校 (3年制)および実業補習学校 (各地方の需要により､農業､

工業､商業､水産､家政など)が設立された｡専門教育では､1919

年に従来の医学校が医学専門学校に昇格し､さらに台南商業専門学

校と台北農林専門学校が設置された｡国語学校は師範学校と改称し､

台北と台南に設立され､女子高等普通学校にも師範科が開設された

19)
0

台湾における教育体制はこのように整備されていったが､大学は

まだ設立されていなかった｡そのような状況の下､1919年12月､初

代文官総督田健治郎が大学設立の構想を生み出した20)｡それを受

けて在台の日本人は1920年に 『台湾日日新報』記者である久保島天

覧を中心として台湾大学期成同盟会を結成し､台湾大学の設立を呼

びかけた｡台湾大学期成同盟会は台湾総督府の官僚や教育家や商工

業のリーダーなどを組織し台湾人も含んだ｡表2に､同会の主要メ

ンバー､所属､その主張の要点をまとめた21)0

表2から､10名の論者の多くが日本人と台湾人､中国人あるいは

東南アジア諸国の学生たちの共学を主張していたことがわかる｡そ

れは､台湾大学の目的が､日支親善､台湾人の同化教育および南洋

諸国との文化交流にあったからである｡

大学の構成は綜合大学であり､商科､医科､理科､農科､工科､

法科､文科､自由科などを含む｡さらに大学の付属機関は予科､実

業科､簡易科などを併置するという意見も提起されている｡台湾に

おける大学の特殊性は地理的､文化的利便に基づいて､台湾､南支､

南洋などの熱帯農業､医学､東洋哲学､支那文学､南洋の諸民族の

人種学的､言語的研究センターになろうとした点である｡各論者の

懸念するところは大学設立の経費問題および大学教授の養成であっ

た｡

台湾大学期成同盟会の議論は架空の物語でなく､実際には､当時

の台湾の社会的､経済的､文化的状況を反映したものであった｡

Ⅱ 台湾における帝国大学の設立

1 台北帝国大学設立の背景

第1次世界大戦後､日本国内における植民地統治の方針として､

｢特別統治主義｣(立法権と軍事権をもつ武官総督制)と ｢内地延

長主義｣の論争が激しく戦わされたが､1918年9月に ｢内地延長主

義｣を主張する原敬内閣が発足した｡1919年3月1日､京城 (現､

ソウル)で起こった朝鮮民族の反日本統治の独立運動は次第に朝鮮

各地に波及していった｡台湾人は総督の権力を制限するために台湾

議会設立運動を推進し､民族の解放､政治的､経済的平等の追求お

よび教育機会の拡大などを要求した22)｡これらの動きに対して､

原内閣は一連の植民地官制と人事の刷新を行った｡1919年8月､植

民地における武官総督制が廃止され､同年10月に田健治郎が初代文

官として第8代台湾総督に任命された23)O

田は原の ｢内地延長主義｣方針に基づいて､台北に着任した翌日

(11月12日)､次のように施政方針を述べた24)0

予は文官として初めて此の重任に摩り､殊に責任の重きを感ず､

抑も台湾は帝国を構成する領土にして､当然帝国憲法の統治に

従属する版図なり｡英仏諸国属領の唯本国の政治的策源地とな

り､又は経済的利源地たるに止まれる植民地と同一視すべきに

非らず｡随って其の統治の方針は､総て此の大精神を出発点と

して､諸般の施設経営を為し､本島民衆をして､純然たる帝国

臣民として､我が朝廷に忠誠ならしめ､国家に対する義務観念

を滴養すべく､教化善導せざるべからず｡･･･-先於て教育の普

及に務め､一面其の智能徳操を啓発し､一面我が朝廷蒼生撫育

の精神と一視同仁の聖旨とを感得せしめ､之を醇化融合して内

地人と社会的接触上何等蓮庭なき地歩に達せしめ､結局政治的

均等の域に進ましむべく教化善導せざるからず｡

1919年11月22日に田は総督府で庁長会議を開き､まず､｢教化問

題｣を提出した｡田は教化事業の改善､台湾人の人材の登用､苔刑

の廃止､内台人の融和､内台人の結婚の公認､さらに義務教育の実

施の必要性について主張した｡また､台湾人向けの公学校の増設､

内台人の共学の必要を述べた25)｡そして同年12月5日､田は総務

長官下村宏に7項目の調査立案を命じた｡その中で､医､農､文科

大学創設の計画が打ち出された26)0

台湾総督府の植民地教育政策は､当初から最低限の教育を実施し
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表2 台湾大学期成同盟会の台湾大学設立論

氏名 ･所属 台湾大学設立に関する主張の要点

隈本繁吉 .前台湾総 1絵百大学 :商科､医科､理科､農科､工科大学を創設するo②地理的利便､支那､フ

督府高等商業学校長 イリピン､安南､南洋諸島などの人材養成地であるo③日支親善および内地人､支那人､

台湾人､南洋人の文化交流のため○④文学美術の教育に留意する○⑤財政の問題､高等

学校の開設､共学の必要があるo

高木友枝 .台湾電力 1台湾を中心とする南支南洋発展の源泉地であるo②内地人､本島人､支那人､南洋人

会社社長 医学博士 の入学は平等であるo③熱帯研究の中心地である○④東洋倫理の道徳観を重視し､支那

文学科の設置を必要とするo

木村匡.台湾商工銀 1医尊､医院､農業試験所､高等商業学校､工業学校などを次第に拡張するo②台湾自

行頭取 元総督秘書 体の啓蒙､対岸南方で活動する人を養成とするo③大学教員の養成と財源問題が重要で

官兼事務官 あるo④日本人､台湾人､支那人の共学b⑤東洋倫理と文学趣味酒養のために､支那文

学を中心としそ文科大学を設立するo

羽鳥精一.三井物産 1台湾に要する人材は現地において教育する必要がある○②台湾､南支､南洋および熱

台北支店 帯地の研究センターである○

稲垣長次郎 .台北医 1 在の諸専門学校を統合し､レベルを維持し台湾大学を称するo②現在の諸専門学校

院長 医学博士 のレベルを高めて､大学令により大学を設立するo③現在の諸専門学校内に大学令によ

る大学を設立するo

堀内次雄 .総督府医 1法科､文科､工科､商科､農科､医科の大学を設立するo②内地人と本島人の共学と

学専門学校長 医学 し､外国人も収容するo③学術の研究と教育を目的とするo④大学軸受の養成を行うo

博士 5̀ 費の問題 :篤志家に寄付を依頼するo

李延肩書.台北新高銀 1日支親善､本島人､支那人､南方方面の留学生の共学)②法科､文科 (支刃傷､医科､

行専務取締役 工科､商科の大学を設立する○③大学に自由科の設置⊃④財政の問題と教師の養成が重

要であるo

東郷実 .総督府技師 1内地人､本島人の教育○②台湾自体の開発､南支南洋などの隣国に対する日本文化と

農業博士 経済の発展o③農科､医科､文科 (東洋哲学､支那文学､南洋の諸民族の言語の研究の

ため)大学からなるo④将来は工科､政治､経済の諸大学を次第に設立するo⑤大学の

レベルは民度によるが､理想としては内地の帝大と同様のものであるo⑥大学の付属機

関 :予科､実科､簡易科などを併置するo⑦教師の養成､人格の酒養かつ異民族に対し

て慎重な態度を要するo

谷野格 .台湾高等法院長 法学博士 1医科､商科､工科､法科大学を設立するo②公平的､平等的教育機会をはかるo

久保島天麗 .台湾日 1富源の開拓､日本勢力の拡大 ②日支親善､本島人の同イヒ ③熱帯医学､農学の研究)

〔註〕久保島天麗編 『台湾大学設立論』台湾大学期成同盟会､1920年､1-24頁より作成｡

過度の教育を施すことを警戒した27)｡その後､台湾の社会経済の

変化により教育制度が一層整備されたが､台湾人の青年たちは台湾

で高等教育が受けられず､日本や中国あるいは欧米の教育機関に留

学せざるをえなかった｡とくに日本に留学する台湾入学生が一番多

かった｡これらの留学生は､当時の台湾の民族運動､社会運動､新

文化運動､教育事業､経済産業の発展などの諸分野に大きな役割を

果した｡1920年以前は中学校への留学生数が全体の留学生の内で半

数以上を超えていたが､1920年代以降､専門学校の留学生数の多さ

と比率が増加した28)｡台湾総督府は､台湾人留学生が日本国内や

中国や欧米諸国などの外地に留学することを警戒し29)､日本人在

住の子弟の進学志望の増加および台湾人留学生を解消するため台北

高等学校および台北帝国大学の設立を決定したのである30)0

1922年2月6日に ｢台湾教育令｣が制定され､従前の日本人と台

湾人の隔離教育政策を転換し､中等学校以上の諸学校を日台共学と

し､台湾の学校システムをすべて日本国内と同一にした31)0 ｢台湾

教育令｣第10条では ｢専門教育ハ専門学校令こ､大学教育及其ノ線

備教育ハ大学令に依ル｣とされ､第11条では ｢文部大臣ノ職務ハ台

湾総督之ヲ行フ--高等学校ノ設立及教員ノ資格実業学校ノ設立及

教科書､専門学校ノ設立並二大学予科ノ教員ノ資格こ関シテハ台湾

総督ノ走ムル所二依ル｣と規定され､具体的な大学の設立が1924午

9月に着任した第10代総督伊沢多喜男によって着手された｡

2 幣原旭と台北帝国大学の設立

加藤高明内閣が発足する際､伊沢多喜男は入閣を要請されたがこ
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れを辞退し､台湾総督への就任を希望した｡伊沢が台湾に特別の関

心を抱いたのは､彼の長兄伊沢修二との因縁であった32)｡伊沢修

二は､1895年5月､台湾総督府民政局に学務部を設置し､自ら学務

部長となり､台湾近代教育の学制を築いた人物であった㍊)0

伊沢多善男は､長兄修二の遺志を継いで教育問題にもっとも心血

を注いだ｡伊沢多善男はつねに ｢我輩は台湾の総督であって､内地

人の総督でない｣と公言していた34)｡前任総督から引き継いだ懸

案事項は､台湾における大学設立のことであった｡伊沢は就任と同

時にこの間題に着手し､台湾の文化を発展させるために法学部､文

学部､理農学部からなる綜合大学の設立を決意した｡｢台湾教育令｣

第11条により文部大臣の職務を台湾総督が代行し､伊沢は大学創設

事務を幣原垣に依頼した35)0

1924年6月､文化史研究のため幣原は文部省から一年間欧米在留

を命令された36)｡幣原はギリシア､イタリア､フランスを歴訪し､

イギリスに到着した後､外務省からの電報で､台湾に国立大学を創

設するために至急帰国せよ､との台湾総督府の希望を伝えられた｡

幣原は欧米視察の日程を短縮し帰国の途についた｡横浜に着くと早

速､台湾総督府の関係者に､大学の規模､学部の内容､設置の場所

および予算の概要など考慮すべきことを依頼した｡幣原は､1925年

7月23日台湾に渡り､大学の設置場所などを実地に調査した｡そし

て農科 ･医科 ･文科からなる綜合大学の創立案を提出し､台湾総督

府総務長官後藤文夫を委員長として予算の編成に着手させた37)0

1925年7月31日､幣原は台北帝国大学創設事務委嘱に就任した38)0

1925年10月9日に第1回大学設立会議が総督公室で行われた｡会

議の席上伊沢は､｢学問の基本ともなるべき理学部と文学部とから

始めてはどうだろうか｣と主張したが､総務長官後藤は台湾の現状

からみると､｢理 ･文両学部のみでは､卒業生の用い処にも行詰り､

結局大学設立の効果が薄弱とならぬでしょうか｣と述べ､論議は平

行線をたどった｡幣原が ｢理科に加うるに農科を於てし､文科に加

うるに法科を於てしては如何｣との折衷案を打ち出し決着をみた｡

しかし2日間にわたって伊沢が ｢法科といっても､所謂法律屋を作

らず､法文学科となる以上は､東洋道徳学を総ての者に学ばしめて､

従来の漢学の筋を曳かしめようではないか｣と主張し､ついに文法

学部が文政学部という名称に変更された｡さらに10月16日の会議で

は､大学の新嘗費 ･経常費の限度､理農 ･文政の2学部の講座数に

ついて議論されたが､予算不足のために医学部および林学科が設置

されなかった｡学部の構成が決定した後､幣原は大学の創立趣意書､

官制案の作成､教授の選任および在外研究員の派遣などを決定した39)0

その後総督府は一連の大学設立作業に入ることになった｡

台湾総督府は1925年度の大学創設費として41,629円を立て､翌年

度の予算として206,954円を追加した｡また大学新嘗費として1926

年度に109,674円の予算を組んだ40)｡こうして大学新嘗費は1926年

度より1932年度まで6ヶ年の継続事業として総額2,908,820円が計

上された｡しかし実際には､台湾総督府の財政緊縮のため､大学新

嘗の費用は2,793,731円に減額された41)｡

1926年6月､伊沢は東京市長に就任し､上山満之進が伊沢の後任

として着任し､前総督の大学創立案を支持することを宣言した42)0

したがって台北帝国大学設立の作業は続き､大学のキャンパスとし

てまず台北高等農林学校の敷地 (37,200坪)を接収し､さらに大学

用地として新たに約34,000坪の土地を買収した｡校舎は台北高等農

林学校のもの (2,300坪)を基礎として､大学新嘗費および増築費

により12,000坪に増やしたのである43)0

台北帝国大学設立の計画中最も重要なことは大学教授の確保であっ

た｡台湾総督府は ｢在外研究員｣の制度を設けて､｢在外研究員ハ

外国二於テ須要ノ学術技芸ヲ研究セシムル為台湾総督府二於テ適当

卜認ムル者｣ 44)に ｢在外研究員｣の資格を与え､諸外国に派遣さ

れた｡1925年度から10名の在外研究員が派遣され45)､1926年度は16

名の在外研究員を増派し46)､1927年度も10名の在外研究員を増派

したのである47)｡幣原が考えた大学設立の計画書によれば､開校

することに応じた人々は表3のとおりであった48)0

大学教授の確保は開校後も引き続き､講座の増加により必要な人

員が海外に派遣された｡『昭和3年度台湾総督府学事第27年報』に

は､34名の在外研究員の職位､氏名､研究事項､在留指定国､在留

期間､出発､帰朝などが詳しく記載されている｡表4にそれを示す49)0

表3と表4によれば､まず､台湾総督府の在外研究員の多くはそ

の後台北帝国大学の各講座の担当となり､かつ総長や文政 ･理農学

部長や図書館長の要職に就いた｡例えば､国語学 ･国文学講座を担

当した安藤正次は台北帝国大学の第3代総長 (1941-1945)を務め

た｡村上直次郎､安藤正次､今村完道､矢野禾積､移川子之蔵は文

政学部長を務め､青木文一郎､素木得一､早坂一郎などは理農学部

長を務めた｡1943年に理農学部が理学部と農学部に分かれた際には､

青木文一郎が理学部を､三宅捷が農学部長を務めた｡また､EEl中長

三郎､安藤正次､素木得一､央野末積は図書館長を務めた∽)0

次に､在外研究員の在留期間は最高が2年3ケ月間､最短では8ケ

月間であり､平均では1年7ケ月間であった｡在留の指定国は､指

定回数で言うと29回のイギリス (英領インドも含む)がトップであ

り､28回のアメリカ､27回のドイツ､16回のフランス (仏領インド

も含む)と続いている｡中国およびソビエトはいずれも1回であっ

た｡南洋史学および製糖産業を研究するために､オランダ､スペイ

ン､ポルトガル､ジャワ､仏領インド､英領インドも指定国に含め

られていた｡1927年の台湾総督府 『府報』によると､台北帝国大学

の創設準備費は492,617円が支出され､在外研究員の費用は1,531,803

円が支給された51)｡在外研究員の任務には､専攻の研究以外に､

開校後の研究と教育に応じた図書や実験器具の購入もあった52)｡

植民地台湾に台北帝国大学を設立する際の手続きでは､まず総督

府が草案を作り､次に本国政府の諸機関 (拓殖局､法制局､閣議､

枢密院)で審議して成立されることになっていた53)｡1928年3月

5日の枢密院の審議会では､文部大臣水野錬太郎が台湾における大

学設立案の理由および内容の大要を説明し､台湾総督府側は総務長

官後藤文夫が出席し諸顧問官からの質問に答えた54)｡最後の審議

会の前に､幣原は枢密院の諸顧問官に大学創設の計画を説いて回り､

大いに影響を及ぼした55)0

1928年3月14日に枢密院の審査会が行われた｡審議意見は､｢台

湾二官立綜合大学ヲ設置シ之ヲシテ帝国大学令に準拠セシムルハ其

ノ施設経営宜キヲ得ルこ於テハ統治完壁ヲ期スルニ付相当ノ効果ア

ルへキカ故二本案第一ノ件ハ之ヲ是認スル不可ナリトセス然シレト

モ近時二於ケル諸帝国大学ノ実況ヲ観ルニ実二憂慮二堪ヘサルモノ

抄シトセス殊こ新附ノ領土二於ケル大学教育ヲ施スニ付テハ国体観
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表3 在外研究員一覧

文政学部に関する在外研究員 理農学部に関する在外研究員

安藤正次 言語研究法､国語政策 1928年 1月 早坂一郎 池質学 1926年12月

務台理作 哲学 1928年2月 工藤祐舜 植物学 1928年 1月

移川子之蔵 土俗学 .人種苧 1928年3月 三宅捷 生物化学 1928年2月

飯沼龍遠 心理学 1928年3月 松野吉松 化学 1928年2月

世良寿男 倫理学 1928年5月 平坂恭介 動物学 1928年3月

近藤寿治 教育史 1928年5月 白鳥勝義 気象学 1928年5月

矢野禾積 英語学 1928年6月 荒勝文策 物理学 1928年8月

伊藤猷典 教育学 1928年12月 中島宗治 数学 1929年 1月

小野鉄二 史学 .地理学 1929年11月 青木文一郎 動物学 1929年6月

土橋友四郎 行政法 .憲法 1928年3月 杜聡明 植物学 1928年 1月

井上浮麿 憲法 1928年3月 松本貌 植物病理学 1928年3月

安平政吉 刑法学 1928年4月 足立仁 応用菌学 1928年5月

小山田小士 経済学 1928年4月 素木得- 昆虫学 1928年5月

坂義彦 民法学 1928年10月 山本亮 農芸化学 1928年6月

堀豊彦 政治学 .政治史 1929年2月 渋谷長三郎 農芸化学 1929年 1月

杉山茂顕 法律哲学 1929年4月 ･田中長三郎 園芸学 1929年 1月

楠井隆三 経済学 1929年8月 日比野信一 植物学 1929年2月

奥田或 農業 .熱帯農業 1929年3月

念ノ滴養ヲ首 トシテ其ノ施設二関シ格段ナル注意ヲ為ササルへカラ

サルモノアルカ故二関係諸官二於テ常二周到ナル用意ヲ怠ラス其ノ

経営宜キヲ得ル様カメラレムコトヲ切望セサルヲ得サルナリ｣と､

審査の結果では諸顧問官全員起立して可決された56)0

台北帝国大学は､1919年の総督田健治郎から､内田裏書と伊沢多

喜男を経て､1928年3月17日に総督上山滴之進の時､勅令第31号を

おいて台北帝国大学官制を公布して設立された｡台北帝国大学は文

政 ･理農の2学部を有し､文政学部に哲学科､史学科､文学科､政

学科を置き､理農学部に生物学科､化学科､農学科および農芸化学

を設置した｡同大学は台北高等農林学校を接収し､付属農林専門部

を改編し､農学科および林学科を設置した57)｡

台北帝国大学の使命について､幣原はどのように考えていたのか｡

1925年7月､幣原が台北帝国大学創設事務委嘱に就任し､同年12月

15日に発行された 『台湾時報.‖こおいて幣原は次のように述べた58)0

北方文明の研究は､次第に我国に興って来た｡･･-･北方文明が

次第に研究されてゆく間に､南洋の研究はこれまで取残されて

居た｡然るに学界の潮流は遠慮なく流れて､汎太平洋学術会議

も､日本で開かれるやうな有様になって来た｡而してこの南洋

の研究は､実は吾人に非常な興味を与ふべきものである｡何と

なれば､日本国民は､嘗て南洋に発展した経験を有して居るか
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らである｡即ち呂宋や､爪畦や､逼羅や､安南には､日本町を

持って居た位である｡故に南洋の研究は､-は日本国民の過去

の誇りを究的するやうなものである｡また今日の如く､到ると

ころに排日に悩まされてゐ以上､南洋の研究は､将来に於ける

国民の発展の方向を決するに､重要な資料を与ふるものである｡

実に南方文明の究査は､時代の要求ともいふべきである｡而し

てこの究査に最も便宜なところとして､こ にゝ台湾が横たわっ

てゐるのである｡台湾は､日本の領土中､一歩南洋に踏出して

ゐる唯一の足場である｡さうして人文科学の上にも､自然科学

の上にも莫大な価値を示してゐる｡台湾は､熱帯に踏出てゐる

上に､垂直てきには､温帯はおろか､更に寒帯にまで手を延ば

してゐる｡それ故植物 ･動物学 ･医学 ･気象学 ･その他百般の

自然科学の研究には､戎点に於て､世界に類例稀れなる好対象

を提供してゐる｡更にこれを地平線的に観察すると､東には太

平洋とその民族があり､西より南にかけては､南支南洋の錯雑

せる民族がある｡台湾は､これ等の民族の中間に介在して､諸

種の文化を包容してゐる｡而して日本国民が､この地を開発す

べき位置に立って､学術的踏査を進めて見ると､中には上代の

旧友に避近するやうな感を生ずることがある｡かくして台湾は､

民族学 ･言語学 ･文学 ･史学 ･その他あらゆる人文科学の研究

にも､また得難い好対象を提僕してゐるのである｡
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表4 台北帝寅大学の在外研究員一覧

台北高等学校教授 ｢村完道 東洋哲学 米､英､仏､独､支5国に1年間 1928年4月26日 1929年3月26日

台北帝国大学教授 寸上直次郎南洋史学 和､英､西､葡､爪畦5国に8月間 1928年6月4日 1929年 2月11日

台北帝大農林専門部教授 阿部文夫 倫理学､教育学､教育法 米､英､独､仏､伊 5国に1年半間 1928年8月3日 1930年 3月26日

台北高等学校教授 ノ､本清心 物理学 独､英､米 3国に1年半間 1928年 9月 1日 1930年 7月上旬

台北高等商業学校教授 室田有 英語学及倫理学 英､仏､米3国に1年間 1927年 1月20日 1929年 3月22日

台北帝大農林専門部教授 藤正一 農芸化学 独､嘆､英､丁､米5国に2年間 1928年 7月30日 1931年3月

台北帝国大学助教授 市馬吉太郎育種学 独､仏､米3国に1年間 1928年 7月31日 1930年8月上旬

台北帝国大学助教授 永吉 作物学 米､英､独 3国に1年半間 1928年11月23日 1930年 7月下旬

台北帝国大学助教授 口栄次郎製糖化学 英､和､独､仏領印度4国に2年間 1928年 9月27日 1930年12月中旬

台北医学専門学校教授 早田五助 産科学及婦人科学 仏､喚､独､米4国に2年間 1928年11月8日 1931年 1月上旬

台北帝大農林専門部教授 討豊雄 農業経済学､農産物市場学 米､英､独 3国に2年間 1929年 3月15日 1931年4月中旬

台北高等商業学校教授 里栄造 経済学､仏語 仏､伊､英､米4国に1年4月間 1929年4月30日 1930年10月末

台北高等学校教授 沼龍遠 教育史 英､独､米3国に9月間 1927年 7月14日 1928年6月 3日

台北高等学校教授 安平政吉 刑法学 狼､英､米3国に2年間 1926年5月10日 1928年5月25日

台北高等農林学校教授 足立仁 応用菌学 独､英､米 3国に2年間 1926年 5月10日 1928年 7月20日

台北高等農林学校教授 素木得- 昆虫学 独､喚､漢､仏､英､米6国に2年間 1926年 5月13日 1928年 7月24日

台北高等農林学校教授 白鳥勝義 気象学 独､仏､英､米4国に2年間 1926年6月2日 1928年 7月3日

台北高等学校教授 世良寿男 倫理学 独､仏､伊 3国に2年間 1926年6月10日 1928年 7月5日

台北高等農林学校教授 荒勝文策 物理学 独､英､米3国に2年 3月間 1926年6月16日 1928年10月12日

台北高等農林学校教授 山本亮 農芸化学 英､独､西､米4国に2年間 1926年 7月19日 1928年6月8日

台北高等農林学校教授 坂義彦 民法 英､独､米 3国に2年間 1926年10月.11日 1928年10月12日

台北高等農林学校教授 中島宗治 数学 独､米 2国に2年間 1926年10月14日 1929年3月 2日

台北高等学校教授 藤猷典 教育史 独､英､米 3国に2年間 1927年 1月6日 1929年 1月 6日

台北高等学校教授 堀豊彦 政治学､政治史 英､独 2国に2年間 1927年 2月17日 1929年 2月 2日

台北高等学校教授 山茂顕 法律哲学 仏､伊 2国に2年間 1927年4月11日 1929年 7月 1日

台北高等農林学校教授 青木文一郎動物学 英､仏､伊､米4国に2年間 1927年6月9日 1929年3月29日

台北高等農林学校教授 渋谷紀三郎農芸化学 米､独､仏､ソビエツ ト4国に2年間 1927年 5月14日 1928年12月24日

台北高等農林学校教授 日比野信一植物学 米､英､独､嘆､仏､伊6国に1年5月間1927年 7月23日 1929年 1月15日

台北高専農林学校教授 田中長三郎農学 英､丁､独､米4国に1年半間 1927年6月3日 1929年 1月19日

台北高等学校教授 近藤寿治 教育史 英､独､米3国に9月間 1927年 7月14日 1928年 6月 3日

台北高等農林学校教授 奥日或 農学､熱帯農学 独､仏､英3国に1年半間 1927年7月20日 1928年11月19日

台北高等学校教授 井隆三 経済学 独､仏､喚､英､米5国に2年間 1927年8月18日 1929年 9月27日

台北高等学校講師 小野鉄二 史学､地理学 米､英､2国に2年間 1927年11月24日 1929/5/31在外研究員を免す

〔註〕 『昭和3年度台湾総督府学事第27年報』､1931年､38-39頁より作成｡

これによれば､台湾における大学設立の立脚点は地理的､気候的､

人種的な利点であり､日本の南洋への進出の唯一の足場であり､そ

の見地から大学の使命､学科の構成､教授の配置などが考えられた

のである｡表3と表4によると､文政 ･理農の2学部の在外研究員

の研究事項にそのことがよく表われている｡

台北帝国大学開校後､幣原は学内における訓話で､台北帝国大学

の特殊性をつねに強調し､｢南方文化の樹立｣というスローガンを

かかげた59)｡幣原は ｢当大学が諸方より真価を確認せられて､勢

ひ南方文化の淵叢たるの実を挙げるやうに｣求め60)､｢(大学の一

一引用者註)各部ガ夫々其ノ機能ヲ発揮シテ､南方文化ノ振興二貢

献致シマスルコトハ､共二悦ブベキ所デアリマス｣と述べた61)0

台北帝国大学の役割について､幣原は ｢本大学の組織は､云ふまで

もなく大学令に準拠せるものなりと錐も､特に帝国領土の南端に開

かれたる意義を明かならしめんが為め､必Lも範を既設大学に取ら

ず､新たなる理想と特殊の考慮とを以て建設の事業を進め､又台湾

を中心とする南方研究の途を開き､叢に帝国文化の-淵叢を形成し､

- 52 -



(53)

以て大御稜威を南方に光被せしめんことを企図せられたり｣と総括

した62)0

Ⅳ おわりに

台北帝国大学における学部の構成､専攻の名称などから判断する

と､同大学は確かに ｢範を既設大学に取らず｣独自の理念によって

作られた観がある｡例えば､文政学部の史学科には国史学や東洋史

学専攻以外に､日本本土の大学にはない南洋史学専攻が設けられた｡

哲学科の心理学専攻には､台湾原住民族の心理に関する実験や研究

を行う分野が設けられた｡｢土俗学 ･人種学｣講座の設置は､台湾

や南洋諸島の原住民の風俗や文化を研究するためであった｡理農学

部では､製糖化学､熱帯農学､昆虫学など台湾の地理的特質に根ざ

した研究が行われた｡また1936年に発足した医学部は熱帯医学の研

究と医療を展開した｡

いくつかの事例をあげたにすぎないが､これら台北帝国大学にお

ける研究の特徴が､日本の植民地政策の現れであることは言うまで

もない｡本稿では､台北帝国大学において展開された研究 ･教育活

動が､当時の日本の植民地政策との関連でどのような特質をもった

ものであったのかの分析ができなかった｡今後の研究課題としたい｡
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